
STERIS社は過酸化水素蒸気（VHP®）除
染システムとサービスを幅広く提供して
おり、それらではウイルス、細菌、イースト
菌、細菌胞子に対して広域スペクトルの
有効性がある Vaprox®滅菌剤が使われ
ています。過酸化水素蒸気による除染は
製薬やバイオテクノロジーにおける生産
だけでなく、農業や医療施設においても
重要です。STERIS除染システムでは「ド
ライプロセス」過酸化水素蒸気分配を用
いることで、表面に凝縮するリスクを解消
しています。

H2O2蒸気による除染には次のような利点
があります。

• 使用が簡単

•  生物学的汚染物質に有効

•  低温プロセスに最適

• プロセスの検証が可能

•  幅広い素材に対応

•  環境に優しく、オペレーターにとって
安全

•  毒性のある残留物はなく、水蒸気と酸
素のみ

信頼できるパートナーとして
何年にもわたって、STERIS社はヴァイサ
ラの高い信頼性を誇るセンサ技術を使用
しています。2018年、ヴァイサラの
HPP270 シリーズ過酸化水素蒸気プロー
ブに、STERIS社は新たなソリューション
として関心を持ちました。このプローブに
は Peroxcap®センサ技術が組み込まれ
ています。このセンサは過酸化水素の濃
度のppm計測を実現します。さらには相
対湿度、温度だけでなく、凝縮発生まで
の程度を示す相対水分飽和度も正確に計
測します。

除染のバリデーション
DSVA（通気路による表面除染）では、細
菌と微生物が完全に除去されたと証明す
ることを目指しており、除染されたエリア
全体での最大限の有効性を実証する必要
があります。クリーンルームの除染をバリ
デーションするため、STERIS社は過酸化
水素蒸気のppm濃度について、安定し、
再現可能なデータ提供ができる精度の高
いセンサを使用することが必須でした。
計測の信頼性と再現性を求めるSTERIS
社の要件を満たしたのが、ヴァイサラのユ
ニークな技術でした。ヴァイサラの技術に
よって、STERIS社はクリーンルームにおけ
る除染の最大有効性を証明できました。

ヴァイサラの高精度の過酸化水素蒸気（H2O2）
センサを利用した、STERIS社による効率的かつ
効果的な除染ソリューションの提供について

STERIS社は製薬向けの除染と機器の滅菌を手がける世界的なリーディングカンパニー
です。同社は、顧客の高い要求基準を満たしたソリューションにより、滅菌、洗浄、感染
対策の科学を進歩させてきました。特に、製薬やバイオテクノロジーで使用されるクリー
ンルームの用途では高い水準の環境制御が求められます。このような厳しい規制のあ
るこのような環境において、除染がきわめて重要であり、制御、バリデーションし、文書
化する必要があります。

www.vaisala.com

導入事例



STERIS SAS社のルーム除染サービスス
ペシャリストである Philippe Muylaert
氏は次のように述べています。「今
日、H2O2の濃度計測に際して、高い信頼
性性があり、正確さと再現性があるという
点において、ヴァイサラは市場でも最も優
れた技術を持っているといえるでしょう。
ヴァイサラのモデル HPP272は過酸化水
素を使用した除染に最適なセンサです。
ヴァイサラの技術を使用することで、私た
ちはデータに自信を持ち、お客様に除染
サイクルの有効性を証明できるのです。」

Muylaert氏は HPP270 プローブがリア
ルタイムのモニタリングデータに加えて、
除染プロセス全体のH2O2濃度計測曲線
に寄与すると評価しています。プロセス
全体のインラインデータはサイクルの改
善において高い価値があり、特に二元混
合物の圧力、水分濃度、温度などを判断
するのに役立ちます。

H2O2蒸気のインライン計測
過酸化水素蒸気が気体の状態を保てるよ
うにするには、温度、相対湿度、圧力、体
積などのパラメータが必要です。理想的
な条件から逸脱してしまうと過酸化水素
蒸気が凝縮する可能性があり、H2O2が本
質的に自然な状態である液体に戻りま
す。STERIS社のドライ方式においても、
機器の劣化につながるため凝縮を避ける
必要があります。

過酸化水素蒸気がない状態では、空気の
相対湿度は相対水分飽和度と等しくなり
ます（上図1）。H2O2蒸気が入ると、相対
水分飽和度は相対湿度より大きくなりま
す（上図2）。

H2O2蒸気による除染プロセス中は、過酸
化水素蒸気に加えて必ず水蒸気が存在し
ます。凝縮を制御するためには、水蒸気に
よる空気の湿度と過酸化水素蒸気による
空気の湿度の両方を把握する必要があり
ます。相対水分飽和度は、空気中の過酸
化水素蒸気と水蒸気の凝縮を示し、両方
の蒸気を表す "唯一" の値です。つまり、
相対水分飽和度は水蒸気と過酸化水素
蒸気で構成された混合蒸気の飽和点を示
すため、プロセス中に相対水分飽和度を
モニタリングすることが重要といえるの
です。

信頼性の高い計測は信頼性の
高いプロセスにつながる
STERIS社のシステムでは、過酸化水素 
ppm、温度、相対湿度、相対水分飽和度
を正確に計測できるセンサプローブが必
要 で し た 。ヴ ァ イ サ ラ 独 自 の 
PEROXCAP®過酸化水素センサ技術を
使用しているHPP272 プローブは、さら
に露点と蒸気圧も計測できます。これら
も除染において役立つパラメータです。
このプローブは、除染サイクル全体で高湿
度条件下でも、信頼性が高く、高精度な
過酸化水素計測が可能です。

本プローブによる信頼性と再現性の高い
計測により、STERIS社は除染手順で高
い信頼性を実現し、年次監査で成功を収
め、高い製品品質を達成しています。

詳細は以下よりお問い合せください。
www.vaisala.com/contactus
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